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矢

本

浩

司

一

　
角
島
出
身
の
作
家
中
本
た
か
子
は
、
大
正
末
頃
か
ら
平
成
の
初
め
ま
で
息

長
く
執
筆
し
た
が
、
彼
女
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
確
認
さ
れ
て
い
な

い（
１
）。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
中
本
た
か
子
が
川
辺
勝
代
氏
に
宛
て
た
一
九
八
○

年
五
月
一
五
日
消
印
の
書
簡
と
一
九
八
六
年
八
月
九
日
消
印
の
書
簡
の
二
通

で
あ
る
。
便
宜
上
前
者
を
書
簡
①
、
後
者
を
書
簡
②
と
呼
ぶ
。
二
通
の
書
簡

の
原
本
は
中
本
た
か
子
文
学
資
料
館（
２
）に
寄
贈
す
る
た
め
に
川
辺
氏
が
知
人
に

託
し
た
が
、
中
本
た
か
子
文
学
資
料
館
に
は
わ
た
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
は

行
方
不
明
と
な
っ
た
。
現
在
、
川
辺
氏
の
手
元
に
は
二
通
の
書
簡
の
複
写
が

残
っ
て
い
る
。

　
以
下
に
書
簡
①
及
び
②
の
翻
刻
を
掲
げ
、
解
説
を
付
す
。
そ
の
後
に
、
こ

れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
中
本
た
か
子
の
書
簡
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

　
書
簡
①

７
５
１

下
関
市
大
学
町

　（
以
下
略
）

川
辺
勝
代
様

緘１
７
７

東
京
都
練
馬
区

　
　
下
石
神
井
四
（
以
下
略
）

　
中
本
た
か
子

五
月
十
五
日

封
筒
表
面

封
筒
裏
面
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川
辺
勝
代
様

お
手
紙
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、

新
聞
の
切
抜
き
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

拝
見
し
て
み
ま
し
た
が
、
道
岡
香
雲
氏
は
、
ど
う
し
て
も

思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
祖
母
の
妹
云
々
　
　
と
あ
り
ま
し
た

が
、
祖
母
に
そ
ん
な
妹
が
い
た
か
ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

話
が
あ
ま
り
に
遠
い
過
去
の
こ
と
で
、
何
と
も
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
。
私
が
角
島
を
で
た
の
が
、
小
学
校
卒
業
の

年
で
す
か
ら
、
以
来
環
境
も
か
わ
り
、
交
友
か
ん
け
い
も

変
り
、
人
生
の
志
向
も
ま
る
で
ち
が
っ
た
方
向
を
た
ど
り
、

角
島
の
親
戚
、
縁
者
は
、
五
十
年
、
六
十
年
の
昔
の
こ
と

に
な
り
ま
す
し
、
そ
ち
ら
の
人
が
わ
か
る
人
も
身
辺
に
い
な
く

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
の
職
場
の
方
、
な
か
な
か

大
変
で
し
ょ
う
。
む
つ
か
し
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
私
な
ど
の
、

出
版
界
の
仕
事
も
む
つ
か
し
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
が
売
れ
な
い
、
企
画
を
さ
し
ひ
か
え
る
と
い
う
よ
う
に
な
り
、

ジ
リ
貧
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
通
り
抜
け

な
い
と
、
光
彩
の
世
界
に
で
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
あ
ま
あ
い
ろ
い
ろ
と
し
、
今
の
と
こ
ろ
、
作
が
ぱ
っ
と
し
ま
せ
ん
。

お
互
い
に
、
自
分
の
持
ち
場
を
努
力
し
て
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

と
り
あ
え
ず
お
返
事
ま
で
。

　
五
月
十
五
日

中
本
た
か
子
　

　
書
簡
①
に
つ
い
て

　
長
形
４
号
封
筒
の
表
面
に
宛
先
の
住
所
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
郵

便
番
号
の
下
二
桁
の
記
載
が
な
く
、
郵
便
局
に
よ
る
「
郵
便
番
号
は
ハ
ッ
キ

リ
と
」
の
押
印
が
あ
る
。
消
印
は
一
九
八
○
年
五
月
一
五
日
で
あ
る
。
裏
面

に
は
手
書
き
で
「
緘
」
と
あ
り
、
中
本
た
か
子
の
住
所
氏
名
と
「
五
月
十
五

日
」
の
記
載
が
あ
る
。
郵
便
番
号
の
下
二
桁
の
記
載
が
な
い
。
本
文
は
便
箋

に
縦
書
き
三
枚
で
あ
る
。
改
行
は
書
簡
の
改
行
に
合
わ
せ
て
い
る
。

　
川
辺
勝
代
氏
は
、
角
島
出
身
の
書
家
道
岡
香
雲
の
弟
子
で
あ
る
。
川
辺
氏

に
よ
れ
ば
、
師
の
香
雲
が
「
作
家
の
中
本
た
か
子
が
祖
母
の
妹
の
子
」
で
あ

る
と
語
っ
た
と
い
う
新
聞
記
事
が
川
辺
氏
の
目
に
と
ま
り
、
川
辺
氏
は
そ
の

切
り
抜
き
を
同
封
し
た
書
簡
を
中
本
た
か
子
に
送
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る（
３
）。

書
簡
①
は
、
こ
れ
に
対
す
る
中
本
た
か
子
の
返
書
で
あ
る
。
川
辺
氏
が
切
り

抜
い
た
新
聞
記
事
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
富
田
義
弘
「
書
道
有
情
」
に
道
岡

香
雲
が
「
作
家
の
中
本
た
か
子
が
祖
母
の
妹
の
子
」
で
あ
る
と
語
っ
た
と
あ

る（
４
）。
書
簡
に
あ
る
「
祖
母
の
妹
云
々
」
は
、「
作
家
の
中
本
た
か
子
が
祖
母

本
　
文
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の
妹
の
子
」
と
い
う
香
雲
の
記
事
へ
の
中
本
た
か
子
の
反
応
で
あ
る
。「
私

が
角
島
を
で
た
の
が
、
小
学
校
卒
業
の
年
」
と
あ
る
が
、
中
本
た
か
子
は

一
九
一
六
年
三
月
に
角
島
小
学
校
を
卒
業
し
、
山
口
県
立
山
口
高
等
女
学
校

（
現
山
口
県
立
山
口
中
央
高
等
学
校
）
に
入
学
し
て
い
る
。
一
学
期
は
寄
宿

舎
で
生
活
し
た
。
二
学
期
か
ら
は
、
一
家
が
山
口
町
（
現
山
口
市
）
大
字
後

河
原
栗
本
小
路
一
九
八
へ
転
居
し
て
き
た
の
で
、
自
宅
か
ら
通
学
し
た
。

「
あ
な
た
の
職
場
の
方
、
な
か
な
か
大
変
で
し
ょ
う
」
と
あ
る
の
は
、
川
辺

氏
の
職
場
の
労
働
環
境
を
指
し
て
い
る
。
川
辺
氏
が
自
身
の
身
辺
事
情
を
書

簡
に
綴
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。「
む
つ
か
し
い
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
私
な
ど
の
、
出
版
界
の
仕
事
も
む
つ
か
し
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

と
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
出
版
不
況
は
一
九
九
○
年
代
の
末
頃
か
ら
起
こ
り
、

八
○
年
当
時
の
出
版
界
は
ま
だ
ま
だ
好
調
で
あ
っ
た
の
で
、「
本
が
売
れ
な

い
、
企
画
を
さ
し
ひ
か
え
る
」、「
ジ
リ
貧
」
な
ど
の
表
現
は
中
本
た
か
子
個

人
の
状
況
を
言
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
旺
盛
に
執
筆
し

て
い
た
中
本
た
か
子
だ
が
、
一
九
七
○
年
以
降
毎
年
雑
誌
に
一
、二
本
の
エ

ッ
セ
イ
を
載
せ
る
程
度
と
な
り
、
七
九
年
か
ら
八
三
年
の
四
年
間
は
作
品
の

発
表
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
書
簡
①
で
は
「
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
通
り
抜
け
な
い

と
、
光
彩
の
世
界
に
で
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い
つ
つ
も
、
し
か
し
「
今
の
と

こ
ろ
、
作
が
ぱ
っ
と
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
苦
難
を
吐
露
し
て
い
る
。「
自
分

の
持
ち
場
を
努
力
し
て
維
持
し
ま
し
ょ
う
」
と
前
向
き
な
気
持
ち
で
締
め
ら

れ
る
が
、
書
簡
①
は
、
こ
の
時
期
の
作
家
と
し
て
の
中
本
た
か
子
の
思
い
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
現
在
の
と
こ
ろ
唯
一
の
資
料
と
し
て
、
貴
重
で
あ

る
。
な
お
、
中
本
た
か
子
は
一
九
四
一
年
五
月
に
蔵
原
惟
人
と
結
婚
し
て
東

京
都
練
馬
区
下
石
神
井
に
転
居
し
、
晩
年
ま
で
住
ん
だ（
５
）。

　
書
簡
②

７
５
１

下
関
市
大
学
町
（
以
下
略
）

川
辺
勝
代
様

緘１
７
７

東
京
、
練
馬
区

　
下
石
神
井
四
（
以
下
略
）

中
本
た
か
子

　
八
月
九
日

　
　
川
辺
勝
代
様

封
筒
表
面

封
筒
裏
面

本
　
文
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そ
の
後
ご
ぶ
さ
た
し
て
い
ま
す
。い
か
が
、
お
過
し
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

さ
て
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
に
、
と
つ
ぜ
ん
こ
ん
な
こ
と
を

申
し
ま
し
て
、
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実
は
左

記
の
と
こ
ろ
書
き
が
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
報
せ
い
た

だ
き
ま
す
と
、
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

一
、
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部

　
　
　
　（
下
関
市
吉
見
妙
寺
町
三
六
五
）

二
、
下
関
市
立
図
書
館

　
　
　
　（
下
関
市
　
　
　
町
）

道
岡
光
雲
氏
は
お
元
気
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

今
度
お
あ
い
に
な
り
ま
し
た
な
ら
、
よ
ろ
し

く
お
伝
え
下
さ
い
ま
せ
。

で
は
、
甚
だ
勝
手
な
が
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
上
げ
ま
す
。

　
八
月
九
日

中
本
た
か
子
　

　
　
写
真
、
前
列
、
左
か
ら
三
人
目
―
中
本

　
書
簡
②
に
つ
い
て

　
封
筒
表
面
に
は
宛
先
の
住
所
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
郵
便
番
号
の

下
二
桁
の
記
載
は
な
い
。
消
印
は
八
六
年
八
月
九
日
で
あ
る
。
裏
面
に
は
手

書
き
で
「
緘
」
と
あ
り
、
中
本
た
か
子
の
住
所
氏
名
と
「
八
月
九
日
」
の
記

載
が
あ
る
。
郵
便
番
号
の
下
二
桁
の
記
載
が
な
い
。
本
文
は
便
箋
に
縦
書
き

二
枚
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
七
月
二
九
日
付
『
毎
日
新
聞
』
の
記
事
「
総
合

雑
誌
　
女
人
芸
術
　
復
刻
出
版
記
念
会
」（
一
一
頁
上
段
）
の
切
り
抜
き
が

同
封
さ
れ
て
い
て
、
切
り
抜
き
の
左
下
に
中
本
た
か
子
に
よ
る
直
筆
の
書
き

込
み
が
あ
る
。
記
事
下
に
は
『
女
人
芸
術
』
を
復
刻
出
版
し
た
龍
渓
書
舎
の

住
所
と
電
話
番
号
と
郵
便
振
替
番
号
（
全
て
当
時
の
情
報
）
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
改
行
は
書
簡
の
改
行
に
合
わ
せ
て
い
る
。

　
中
本
た
か
子
が
川
辺
氏
に
宛
て
た
書
簡
で
、
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部

（
現
梅
光
学
院
大
学
文
学
部
）
梅
ヶ
峠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
郵
便
番
号
と
、
下
関

市
立
図
書
館
の
町
名
と
番
地
と
郵
便
番
号
を
問
い
合
わ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
書
簡
が
届
い
て
す
ぐ
に
、
梅
光
女
学
院
大
学
と
下
関
市
立
図
書

館
に
著
書
を
送
り
た
い
か
ら
所
書
き
を
知
り
た
い
と
の
電
話
が
中
本
た
か
子

か
ら
川
辺
氏
に
あ
っ
た
こ
と
を
川
辺
氏
本
人
に
確
認
し
て
い
る（
６
）。
著
書
と

は
、
お
そ
ら
く
直
前
の
一
九
八
六
年
七
月
に
白
石
書
店
か
ら
上
梓
し
た
『
広

島
へ
…
そ
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
へ
』（「
私
の
戦
後
平
和
運
動
史
」
と
し
て
回
想
し

た
記
録
）
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
書
簡
②
に
は
、
川
辺
氏
に
よ
る
梅
光
女

学
院
大
学
の
郵
便
番
号
、
短
期
大
学
（
現
梅
光
学
院
大
学
）
の
住
所
、
当
時

新
聞
記
事
へ
の
書
き
込
み
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の
下
関
市
立
図
書
館
（
現
下
関
市
役
所
上
田
中
町
庁
舎
）
の
郵
便
番
号
と
住

所
等
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
書
簡
②
で
中
本
た
か
子
は
「
道
岡
光
雲
氏
は
お

元
気
で
ご
ざ
い
ま
す
か
」（
光
雲
は
香
雲
の
間
違
い
）
と
道
岡
香
雲
の
消
息

を
尋
ね
て
い
る
が
、
道
岡
香
雲
は
一
九
八
四
年
に
梅
光
女
学
院
大
学
の
助
教

授
（
書
道
課
程
を
担
当
）
に
就
任
し
、
八
九
年
に
教
授
と
な
り
、
九
一
年
に

は
主
任
教
授
と
な
っ
た
。
中
本
た
か
子
が
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
に
道
岡

香
雲
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
ど
こ
か
で
知
っ
て
「
梅
光
女
学
院
大
学
文
学

部
」
宛
に
献
本
を
考
え
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
一
九
二
一
年
一
二
月
か
ら

一
九
二
五
年
五
月
ま
で
下
関
市
王
江
小
学
校
（
下
関
市
入
江
町
）
で
約
三
年

半
の
間
、
訓
導
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
り
、
小
説
「
新
聞
紙
が
作
っ
た

海
峡
」（
一
九
二
九
年
一
月
『
創
作
月
刊
』）
で
は
関
門
を
舞
台
と
し
た
中
本

た
か
子
が
、
故
郷
山
口
県
下
の
自
身
も
ゆ
か
り
が
あ
る
下
関
市
の
文
学
の
拠

点
と
し
て
梅
光
女
学
院
大
学
と
下
関
市
立
図
書
館
を
見
定
め
て
、
著
書
の
寄

贈
を
思
い
立
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（
７
）。
中
本
た
か
子
は
書
簡
②
に
記
し

た
日
付
（
及
び
消
印
の
日
付
）
の
前
日
ま
で
広
島
に
い
て
、
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
に
参
加
し
て
い
た
。
東
京
に
戻
っ
た
直
後
に
書
簡
②
を
し
た
た
め
た

の
は
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
参
加
の
情
熱
冷
め
や
ら
ぬ
な
か
で
、
平
和
運

動
の
記
録
で
あ
る
自
著
『
広
島
へ
…
そ
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
へ
』
の
寄
贈
に
駆
り

立
て
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
川
辺
氏
に
書
簡
②
を
送
っ
た
直
後
に
電
話

も
し
て
尋
ね
て
い
る
の
で
、
一
刻
も
早
く
著
書
を
届
け
た
い
性
急
な
思
い
に

突
き
動
か
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い（
８
）。

　
同
封
の
新
聞
記
事
は
、
長
谷
川
時
雨
主
催
の
一
九
二
八
年
七
月
か
ら

一
九
三
二
年
六
月
ま
で
四
八
冊
を
発
行
し
た
総
合
（
文
芸
）
雑
誌
『
女
人
芸

術
』
の
龍
渓
書
舎
に
よ
る
復
刻
出
版
記
念
会
の
模
様
を
取
材
し
た
写
真
入
の

記
事
で
あ
る
。『
女
人
芸
術
』
に
参
加
し
た
作
家
佐
多
稲
子
や
松
田
解
子
、

中
本
た
か
子
ら
が
集
ま
っ
た
。
復
刻
元
の
龍
渓
書
舎
の
郵
便
為
替
番
号
等
の

情
報
入
り
で
一
九
八
一
年
の
新
聞
記
事
を
同
封
し
た
の
は
、
中
本
た
か
子
が

『
女
人
芸
術
』
の
復
刻
版
を
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん
だ
た
め
で
あ
ろ

う
。
記
事
の
「
写
真
、
前
列
、
左
か
ら
三
人
目
」
は
、
中
本
た
か
子
本
人
で

間
違
い
な
い
。
な
お
、『
女
人
芸
術
』
の
参
加
者
が
終
刊
以
来
一
堂
に
会
し

た
最
初
は
、
一
九
八
○
年
一
一
月
で
あ
る
。
一
九
八
○
年
一
一
月
一
一
日
の

『
読
売
新
聞
』
に
、「「
女
人
芸
術
」
５
０
年
ぶ
り
同
窓
会
　
女
性
の
地
位
向

上
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
題
す
る
記
事
が
そ
の
旨
を
報
じ
て
い
る
。

二

　
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
中
本
た
か
子
の
書
簡
は
少
な
い
。
存
在
が

確
認
で
き
る
書
簡
は
、
一
九
三
一
年
二
月
号
の
『
女
人
芸
術
』
に
掲
載
さ
れ

た
獄
中
か
ら
の
手
紙
、
一
九
三
八
年
四
月
四
日
付
の
徳
富
蘇
峰
宛
の
書
簡
、

一
九
七
四
年
一
一
月
に
山
口
県
立
豊
北
高
等
学
校
の
高
校
生
に
宛
て
た
書

簡
、
詩
人
で
郷
土
文
学
研
究
家
の
和
田
健
に
宛
て
た
書
簡
「
静
と
動
の
ふ
る

さ
と
」
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る（
９
）。
ま
た
、
文
人
か
ら
中
本
た
か
子
に
宛
て
ら

れ
た
書
簡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
一
九
二
六
年
一
○
月
二
四
日
付
の

横
光
利
一
か
ら
の
書
簡
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
の
経
緯
を

解
説
し
た
も
の
が
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
に
記
し
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て
お
く
。

　
獄
中
か
ら
の
手
紙

　
獄
中
か
ら
の
手
紙
は
、
中
本
た
か
子
が
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
収
監
中
に
、
彼

女
が
参
加
し
て
い
た
『
女
人
芸
術
』
主
宰
の
長
谷
川
時
雨
に
宛
て
た
二
通
の

手
紙
で
、
一
九
三
一
年
二
月
号
の
『
女
人
芸
術
』
の
「
読
者
通
信
欄
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
手
紙
の
著
者
の
欄
は
「
中
×
×
か
子
」
と
伏
せ
字
に
な
っ

て
い
る
。
中
本
た
か
子
は
、
一
九
三
○
年
七
月
一
四
日
に
治
安
維
持
法
違
反

の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
一
○
月
二
六
日
に
起
訴
さ
れ
て
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
移

送
さ
れ
た
。
勾
留
中
の
七
月
下
旬
に
受
け
た
特
高
か
ら
の
凄
惨
な
拷
問
、
八

月
中
旬
の
中
絶
、
翌
三
一
年
一
月
七
日
頃
に
読
ん
だ
郷
里
の
父
か
ら
の
激
越

な
手
紙
な
ど
に
よ
っ
て
精
神
に
異
常
を
き
た
し
て
、
同
年
二
月
五
日
か
ら
東

京
府
松
澤
病
院
に
入
院
す
る
。
長
谷
川
時
雨
が
度
々
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
出
向

い
て
中
本
た
か
子
に
布
団
な
ど
を
差
し
入
れ
し
て
お
り
、
手
紙
に
は
こ
の
こ

と
へ
の
感
謝
や
郷
里
の
父
に
申
し
訳
な
い
と
い
う
思
い
や
服
役
中
の
向
学
心

や
監
獄
生
活
の
様
子
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
二
月
一
四
日
付
の
時
雨

か
ら
の
手
紙
を
一
二
月
二
一
日
に
受
け
取
っ
た
と
書
い
て
あ
り
、
新
年
の
挨

拶
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
年
明
け
早
々
に
精
神
を
患
う
の
で
、
お
そ
ら

く
一
二
月
下
旬
ま
で
に
執
筆
し
て
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尾
形
明
子

『
女
人
芸
術
の
世
界）
（1
（

』
に
全
文
の
引
用
が
あ
る
。

　
徳
富
蘇
峰
宛
書
簡

　
徳
富
蘇
峰
宛
の
書
簡
（
一
九
三
八
年
四
月
四
日
付
）
は
、
徳
富
蘇
峰
記
念

館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
蘇
峰
に
自
著
『
南
部
鉄
瓶
工
』（
一
九
三
八
年
二
月

『
新
潮
』
掲
載
、
四
月
に
新
潮
社
か
ら
単
行
本
化
）
の
評
価
を
求
め
、
出
版

の
力
添
え
を
要
請
す
る
内
容
の
書
簡
で
あ
る
。
中
本
た
か
子
「
閑
話
と
り
ど

り
」（
一
九
三
八
年
五
月
『
国
民
思
想
』）
に
「
徳
富
蘇
峰
先
生
に
拙
著
を
差

上
げ
た
と
こ
ろ
、
又
私
の
手
紙
と
行
き
違
ひ
に
礼
状
を
頂
い
た
」
と
あ
る
。

「
又
」
と
あ
る
の
は
、
美
濃
部
達
吉
に
対
し
て
も
『
南
部
鉄
瓶
工
』
を
献
本

し
、
礼
状
が
届
く
前
に
先
走
っ
て
「
挨
拶
の
手
紙
」
を
送
っ
た
こ
と
を
指

す）
（（
（

。
　
山
口
県
立
豊
北
高
等
学
校
高
校
生
宛
書
簡

　
山
口
県
立
豊
北
高
等
学
校
の
高
校
生
に
宛
て
た
書
簡
（
一
九
七
四
年
一
一

月
）
に
は
、
同
年
の
山
口
県
立
豊
北
高
等
学
校
（
現
山
口
県
立
下
関
北
高
等

学
校
）
の
文
化
祭
で
文
芸
部
が
「
郷
土
出
身
女
流
作
家
　
中
本
た
か
子
」
展

を
開
催
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
中
本
た
か
子
が
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
故
郷

の
高
校
生
の
未
来
を
応
援
す
る
内
容
で
、「
豊
北
高
校
の
皆
さ
ん
へ
」
と
題

し
て
、
一
九
七
五
年
二
月
発
行
の
山
口
県
立
豊
北
高
等
学
校
文
芸
部
の
同
人

誌
『
葦
芽
』
二
八
号
に
掲
載
さ
れ
た）
（1
（

。
同
号
に
は
「
郷
土
出
身
女
流
作
家
　

中
本
た
か
子
先
生
と
の
対
談
記
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
修
学

旅
行
で
東
京
に
来
た
豊
北
高
校
二
年
生
文
芸
部
員
三
名
と
中
本
た
か
子
が
駿

河
台
ホ
テ
ル
で
面
会
し
た
と
き
の
口
述
の
ま
と
め
で
あ
る
。
豊
北
高
校
の
文

芸
部
が
中
本
た
か
子
と
ど
う
し
て
接
点
を
持
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
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『
葦
芽
』
に
は
中
本
た
か
子
と
親
交
が
あ
っ
た
郷
土
の
文
人
和
田
健
も
寄
稿

し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
和
田
健
を
仲
介
し
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、

中
本
た
か
子
は
翌
年
の
『
葦
芽
』
二
九
号
に
文
芸
部
の
依
頼
に
応
じ
て
、

「
児
玉
花
外
　
人
と
そ
の
作
品
」
と
題
す
る
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
。

　
和
田
健
宛
書
簡
「
静
と
動
の
ふ
る
さ
と
」

　
和
田
健
に
宛
て
た
書
簡
「
静
と
動
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
和
田
健
「
中
本
た

か
子
」（
二
○
○
六
年
三
月
、
文
学
回
廊
構
想
推
進
協
議
会
編
『
や
ま
ぐ
ち

の
文
学
者
た
ち
』）
に
、
そ
の
翻
刻
（
一
部
）
と
写
真
（
書
簡
の
一
頁
目
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
の
日
付
等
は
不
明
だ
が
、
故
郷
（
山
口
市
）
の

山
々
を
評
す
る
内
容
で
、「
年
を
と
っ
て
く
る
と
」、「
い
ま
、
年
と
っ
て
」

な
ど
の
表
現
か
ら
中
本
た
か
子
が
後
年
に
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
三
九
年
三
月
下
旬
に
妹
の
縁
談
な
ど
の
た
め
に
郷
里
に
戻
っ
た
中
本
た

か
子
は
、
帰
省
三
日
目
（
最
終
日
）
に
「
会
い
た
か
っ
た
詩
人
」
の
職
場
を

訪
れ
た
こ
と
を
「
乳
母
車）
（1
（

」
に
書
い
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
以
前
に
自
身
の
詩

集
を
中
本
た
か
子
に
贈
っ
て
い
た
和
田
健
が
、「
昭
和
十
四
年
で
あ
っ
た
」

と
し
て
、
中
本
た
か
子
の
来
訪
を
受
け
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る）
（1
（

の
で
、
中

本
た
か
子
が
「
乳
母
車
」
に
記
す
「
会
い
た
か
っ
た
詩
人
」
は
和
田
健
の
こ

と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
来
、
両
者
に
は
親
交
が
続
き
、
和
田
健
が
上

京
の
相
談）
（1
（

を
中
本
た
か
子
に
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
な
お
、
和
田
健
は
二
○

一
三
年
に
九
八
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
中
本
た
か
子
宛
横
光
利
一
書
簡

　
横
光
利
一
が
中
本
た
か
子
に
宛
て
た
書
簡
（
一
九
二
六
年
一
○
月
二
四
日

付
）
は
、
横
光
が
中
本
た
か
子
に
上
京
を
促
す
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
以

前
に
中
本
た
か
子
が
自
作
を
横
光
に
送
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
菊
池
寛

や
片
岡
鉄
兵
の
名
も
記
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
。
こ
の
書
簡
は
二
○
○
六

年
五
月
に
加
藤
禎
行
氏
が
「
中
本
た
か
子
宛
横
光
利
一
書
簡
に
つ
い
て）
（1
（

」
で

紹
介
し
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
、「
中
本
た
か
子
宛
横
光
利
一
書
簡
に
つ
い

て
―
一
九
二
六
年
秋
、
作
家
希
望
の
若
き
教
師
に
送
っ
た
手
紙）
（1
（

」
で
翻
刻
と

考
証
を
行
い
、
書
簡
の
写
真
を
掲
載
し
た
。
経
緯
に
つ
い
て
は
、
加
藤
氏

が
、
二
○
○
六
年
一
月
一
三
日
に
中
本
た
か
子
の
妹
鳥
潟
美
喜
子
氏）
（1
（

か
ら
山

口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
河
出

書
房
新
社
の
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
未
収
録
書
簡
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
こ
の
書
簡
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
加
藤
氏
の
考
証
が
あ
る
の
で
こ

こ
で
は
触
れ
な
い
。
た
だ
、
加
藤
氏
は
書
簡
の
寄
贈
に
あ
た
っ
て
は
和
田
健

に
「
御
尽
力
を
頂
い
た
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
横
光
の
書
簡
の
存

在
に
つ
い
て
は
、
そ
の
和
田
健
が
、
一
九
九
一
年
一
一
月
号
の
『
広
報
ほ
う

こ
く
』
に
発
表
し
た
「
孤
高
の
女
流
作
家
　
中
本
た
か
子
さ
ん
を
し
の
ぶ
」

と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
既
に
紹
介
し
て
お
り
、
書
簡
（
大
部
分
）
の
写

真
も
こ
こ
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
最
後
に
付
言
し
て
お
く
。

注１
　
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
書
簡
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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２
　
二
○
○
○
年
一
○
月
角
島
に
開
館
し
、
二
○
一
二
年
一
一
月
に
閉
館
し
た
。

所
蔵
の
資
料
は
閉
館
に
伴
っ
て
下
関
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
現
在
は
下
関
市
立

近
代
先
人
顕
彰
館
が
中
本
た
か
子
文
学
資
料
館
か
ら
引
き
継
い
だ
六
一
種

八
九
点
の
資
料
を
保
存
し
て
い
る
。
一
部
（
中
本
た
か
子
手
製
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
）
は
旧
中
本
た
か
子
文
学
資
料
館
に
残
っ
た
。
な
お
、
中
本
た
か
子

文
学
資
料
館
を
運
営
し
て
い
た
角
島
旅
館
も
二
○
二
○
年
一
一
月
に
閉
館
し

た
。

３
　
二
○
二
○
年
一
○
月
一
○
日
に
矢
本
が
川
辺
勝
代
氏
に
面
会
し
て
確
認
し
た
。

４
　
富
田
義
弘
「
書
道
有
情
」
は
、
道
岡
香
雲
作
品
展
実
行
委
員
会
編
『
道
岡
香

雲
作
品
集
』（
瞬
報
社
、
一
九
九
三
年
一
一
月
）
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

富
田
氏
は
少
年
時
代
の
香
雲
と
中
本
た
か
子
の
接
点
（
中
本
た
か
子
が
香
雲

の
手
を
引
い
て
角
島
を
散
歩
し
た
等
）
に
つ
い
て
「
香
雲
は
信
じ
て
疑
わ
な

い
」
と
い
う
書
き
方
で
記
し
て
い
る
が
、
中
本
た
か
子
は
一
九
一
六
年
に
家

族
共
々
山
口
町
（
現
山
口
市
）
に
転
居
し
、
一
九
二
七
年
に
上
京
し
て
い
る
。

香
雲
が
角
島
で
生
ま
れ
た
の
が
一
九
二
四
年
で
あ
り
、
中
本
た
か
子
が
角
島

に
戻
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
今
回
紹
介
す
る
書
簡
①
で
中
本
た
か

子
は「
道
岡
香
雲
氏
は
、ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。」と
述
べ
て
い
る
が
、

道
岡
香
雲
の
回
想
は
思
い
込
み
の
可
能
性
が
あ
る
。

５
　
初
め
は
練
馬
区
下
石
神
井
一
丁
目
に
住
み
、
後
に
四
丁
目
に
移
っ
た
。
な
お
、

一
九
四
五
年
に
は
秩
父
に
疎
開
し
、
戦
後
は
砂
川
闘
争
に
参
加
し
て
一
時
的

に
（
一
九
五
二
年
頃
）
立
川
に
い
た
よ
う
で
あ
る
。

６
　
二
○
二
○
年
一
○
月
一
○
日
に
矢
本
が
川
辺
勝
代
氏
に
面
会
し
て
確
認
。

７
　
一
九
九
○
年
九
月
に
は
、
下
関
市
立
豊
北
町
歴
史
資
料
館
に
も
著
書
（『
わ
が

生
は
苦
悩
に
灼
か
れ
て
』、『
広
島
へ
…
そ
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
へ
』、『
と
べ
・
千

羽
鶴
』
を
）
を
寄
贈
し
て
い
る
。

８
　
現
在
、
下
関
市
立
図
書
館
は
『
広
島
へ
…
そ
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
へ
』
を
所
蔵
し

て
い
る
が
、
梅
光
学
院
大
学
は
所
蔵
し
て
い
な
い
。

９
　
こ
の
他
に
は
、
晩
年
の
中
本
た
か
子
に
よ
る
親
族
（
中
本
幹
人
・
中
本
ヒ
サ
エ
）

宛
て
の
数
点
の
年
賀
は
が
き
と
手
紙
が
あ
る
（
下
関
市
立
近
代
先
人
顕
彰
館

が
額
装
し
て
所
蔵
、
常
設
展
示
は
さ
れ
て
い
な
い
）。

10
　
一
九
八
○
年
一
○
月
、
ド
メ
ス
出
版

11
　
な
お
、
高
砂
公
民
館
「
美
濃
部
親
子
文
庫
」
が
所
蔵
す
る
二
○
○
三
年
発
行

の
宮
先
一
勝
・
田
中
由
美
子
編
『
美
濃
部
達
吉
博
士
関
係
書
簡
等
目
録
』
及

び
二
○
一
五
年
発
行
の
『
美
濃
部
達
吉
博
士
関
係
書
簡
等
目
録
　
増
補
版
』

増
補
版
に
目
を
通
し
た
が
、
中
本
た
か
子
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

12
　「
豊
北
高
校
の
皆
さ
ん
へ
」
は
、
一
九
九
一
年
一
一
月
号
の
『
広
報
ほ
う
ほ
く
』

の
特
集
「
孤
高
の
女
流
作
家
　
中
本
た
か
子
さ
ん
を
し
の
ぶ
」
に
、「
豊
北
高

校
生
の
み
さ
な
ん
！
」
と
題
し
て
、
一
部
省
略
し
て
部
分
転
載
さ
れ
た
。

13
　
中
本
た
か
子
『
職
場
』（
一
九
四
一
年
三
月
、
教
材
社
）
所
収
。「
乳
母
車
」

に
は
具
体
的
な
日
付
の
記
載
は
な
い
が
、
中
本
た
か
子
の
足
跡
や
弟
の
受
験

浪
人
期
間
、
和
田
健
の
回
想
な
ど
に
照
ら
し
て
、
一
九
三
九
年
三
月
下
旬
頃

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

14
　
和
田
健
「
苦
闘
の
青
春
時
代
」（『
広
報
ほ
う
ほ
く
』
特
集
「
孤
高
の
女
流
作

家
　
中
本
た
か
子
さ
ん
を
し
の
ぶ
」
一
九
九
一
年
一
一
月
）

15
　
和
田
健
「
中
本
た
か
子
と
田
島
準
子
」『
防
長
文
学
散
歩
』（
一
九
七
五
年
、

白
藤
書
店
）

16
　
山
口
県
立
大
学
附
属
郷
土
文
学
資
料
セ
ン
タ
ー
発
行
『
郷
土
文
学
資
料
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
』
第
七
号

17
　『
山
口
県
立
大
学
紀
要
』
二
○
○
七
年

18
　
因
み
に
、
菊
池
寛
の
長
篇
小
説
「
勝
敗
」（
一
九
三
一
年
七
月
二
五
日
か
ら
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資
料
紹
介
　
中
本
た
か
子
の
書
簡

一
二
月
三
一
日
ま
で
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
、
全
一
五
九
回
）
の
ヒ
ロ
イ
ン

佐
伯
町
子
の
モ
デ
ル
が
中
本
た
か
子
で
、
そ
の
妹
の
佐
伯
美
年
子
の
モ
デ
ル

が
鳥
潟
美
喜
子
氏
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
勝
敗
」
に
登
場
す
る
劇
団
の

大
家
横
山
史
郎
の
モ
デ
ル
が
横
光
利
一
で
、
新
興
社
の
長
篇
作
家
山
岡
敏
の

モ
デ
ル
が
菊
池
寛
、
作
中
で
佐
伯
町
子
が
好
意
を
抱
く
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の

青
年
井
上
健
二
が
、
昭
和
五
年
頃
に
中
本
た
か
子
が
交
際
し
て
い
た
共
産
党

の
岩
尾
家
定
だ
と
推
測
で
き
る
。
菊
池
寛
の
「
勝
敗
」
は
戦
前
に
人
気
を
博

し
て
映
画
化
・
舞
台
化
も
さ
れ
た
が
、
戦
後
は
あ
ま
り
か
え
り
み
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
。
し
か
し
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、
上
京
し
た
頃
の

中
本
た
か
子
の
消
息
を
う
か
が
う
ヒ
ン
ト
に
な
り
得
て
興
味
深
い
。

矢
本
　
浩
司
（
や
も
と
こ
う
じ
）
会
員
・
帝
塚
山
大
学
非
常
勤
講
師


